
 

 

 

 

 同じ地域に住む住人同士、お互いを知り合い、地域のことについて話し合う場をつくろう、と清

瀬市と清瀬市社会福祉協議会が共催で「十小地域づくりの会」を実施しています。 

  平成 29 年 1 月 24 日（火）に行われた第８回の会には、地域住民の方、民生児童委員、学校職

員、福祉関係者、地域活動ボランティア従事者など２１名の参加があり、12 月に行った「プレ見守

り」を振り返りながら、見守り活動をどう進めていくか話し合いました。 

12 月の「プレ見守り」を振り返る 

12 月 20 日の朝には 7 名、12 月 21 日の下校時には 10

名の方の参加がありました。当日の写真や地図を見なが

ら、参加者から気づいた課題や感想を話していただき、

全体で共有しました。 
〇グリーンタウンの奥は暗い。 

〇子どもがひとりになるところに見守りの目が必要。 

〇赤信号を渡ってしまう子どもがいた。危険。 

〇自転車は車と同じ。乗り方を学ぶ必要もあるのでは。 

〇歩道がせまく車とぶつかりそうな場所が危険。 

〇道路がカーブして見通しが悪いところが危険。 

〇見守りは子どもだけ？今は子どもの見守りの話をしているが、将来認知

症になって徘徊するようになったら、今度は見守ってほしい。 

〇腕章があったので声をかけやすかった。 

〇保護者にも活動を知ってほしい。 
 

危険箇所についても、交通安全の視点であったり、防犯の視点であったり、様々な角度から活発

に意見が出されました。また、保護者の方や交通安全協会で取り組んでいる活動もあり、そういっ

た活動とどのように協力ができるか・・・次は、春の交通安全週間に向け、保護者の活動と協力し

て取り組めないか、検討していくことになりました。 

  

目指していきたいところは・・・？ 

見守り活動をすることのみが目的ではなく、地域に交

流が生まれつながりあうことが大事なのでは、といった

意見も出されました。この会で『十小地区盆踊り大会』に

出店できるといい、といった提案もありました。このよう

な活動を継続していくことで、あいさつしあえたり、ちょ

っと話ができるようになったり、今までなかったつなが

りが生まれ、交流が広がっていく・・・この地域づくりの

会の目指すところについて、話し合う時間ともなりまし

た。 ※「十小地区盆踊り大会」は、毎年 7 月下旬の土曜日に十小で開催されているこの地区最大のイベントです。 
 

十小地域づくりの会は、すでに参加された方もそうでない方もどなたでも参加できます。一緒に

地域を良くする取り組みを考えていきましょう。 

 

 

 

 

次回開催は２月２４日（金）13：15～ 清瀬第十小学校２階けやきにて 

どなたでも参加できます！ぜひおいでください！ 
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清瀬市企画部企画課・清瀬市社会福祉協議会 

地域の課題や現状

について話し合う 

参加者同士の情報

交換や地域を知る 

課題解決に向けた

具体的取組み 
活動の継続 

世話人会の発足 

充実感が得られた 

交流ができた 

信号待ちの間に、保

護者とちょっと話

ができた 

十小・五中の子

どもたちはよく

あいさつできる 

子どもに元気

をもらえた！ 

知っていますか？ヘルプマーク 

  気づきにくい障害がある方が支援を求

めやすくするため、東京都でつくられた

「ヘルプマーク」。8 月のこの会でも紹介

されましたが、東京五輪に向け、全国的

な普及を目指して検討されています。 

 

地域のイベント情報 

2/12（日）ぴょんぴょん食堂 

中学生から「お疲
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